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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第１四半期
連結累計期間

第35期
第１四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 2,615,826 2,405,779 11,838,275

経常利益 （千円） 228,208 151,368 706,097

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 141,524 93,989 406,994

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 137,172 98,618 390,469

純資産額 （千円） 8,445,896 8,626,362 8,699,193

総資産額 （千円） 17,866,502 16,356,933 17,085,578

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 4.95 3.29 14.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 46.5 51.9 50.1

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢の改善や政府による経済対策を背景に、緩やかな

回復基調が継続したものの、中国をはじめとする新興国における経済成長の鈍化、円高の進行や株式市場の低迷

等、先行きの不透明感が高まっております。

　このような環境の中、当社グループの主力事業である精密貼合及び高機能複合材部門におきましては、ディス

プレイ市場での販売価格の低下の影響を受ける状況となりました。また、環境ビジネス部門におきましては、国

内の再生可能エネルギー市場における制度の変更により、低調な状況となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高2,405百万円（前年同四半

期比8.0％減）、営業利益177百万円（同20.4％減）、経常利益151百万円（同33.7％減）を計上し、親会社株主

に帰属する四半期純利益は93百万円（同33.6％減）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。

 

精密貼合及び高機能複合材部門

　国内外におけるディスプレイ市場は、高付加価値タイプのマーケットが成長、また、タッチパネル市場におき

ましては、中大型の静電容量方式の市場が拡大し、産業用分野や教育・医療分野、そしてアミューズメント分野

等に使われる用途が広がっております。しかしながら、ディスプレイの販売価格が低下し、その影響を受ける状

況となりました。このような市場の変化の中、精密貼合技術やメカトロニクス技術を活用し、新規生産設備の導

入による生産の高度化を実施、更に、独自の技術を活かしたＬＥＤ関連事業や新素材加工事業を推進し、新規ビ

ジネスへの取組みを強化してまいりました。

　この結果、売上高1,525百万円（前年同四半期比7.2％減）、営業利益135百万円（同13.1％増）となりまし

た。

 

環境ビジネス部門

　太陽電池の国内市場は、固定価格買取制度の見直しと買取価格の低下、また、海外生産品による価格競争の激

化により、産業用市場の環境が厳しさを増しました。このような状況に対応すべく、ＯＥＭ供給品の生産量の拡

大、超軽量太陽電池モジュールの更なる拡販、自家消費型太陽光発電・蓄電池システム等の新規システムの開

発・販売等の施策を実施してまいりました。

　この結果、売上高880百万円（前年同四半期比9.4％減）、営業利益36百万円（同63.0％減）となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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（３）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、23,390千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（４）生産、受注及び販売の実績

　①生産実績

当第１四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

前年同四半期比（％）

精密貼合及び高機能複合材部門（千円） 1,254,668 △13.3

環境ビジネス部門（千円） 387,980 △47.3

合計（千円） 1,642,648 △24.7

（注）１．金額は製造原価によっております。なお、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　②受注実績

当第１四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

精密貼合及び高機能複合材部門 1,490,176 △24.8 77,389 △78.2

環境ビジネス部門 896,900 △3.9 65,967 208.5

合計 2,387,076 △18.1 143,356 △61.9

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　③販売実績

当第１四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

前年同四半期比（％）

精密貼合及び高機能複合材部門（千円） 1,525,112 △7.2

環境ビジネス部門（千円） 880,667 △9.4

合計（千円） 2,405,779 △8.0

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当第１四半期連結累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は以下の

とおりであります。

相手先

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

旭硝子株式会社 545,623 22.7

日亜化学工業株式会社 326,845 13.6

カネカソーラーテック株式

会社
242,626 10.1

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 105,000,000

計 105,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 29,786,400 29,786,400

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100

株であります。

計 29,786,400 29,786,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 29,786,400 － 2,000,007 － 2,436,668

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,211,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,573,500 285,735 －

単元未満株式 普通株式 1,500 － －

発行済株式総数 29,786,400 － －

総株主の議決権 － 285,735 －

（注）１.「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

　　　２.「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が61株含まれております。

②【自己株式等】

 平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

フジプレアム株式会社
兵庫県姫路市

飾西38番地１
1,211,400 － 1,211,400 4.06

計 － 1,211,400 － 1,211,400 4.06

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あると築地有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,716,934 4,895,938

受取手形及び売掛金 1,906,327 2,003,716

商品及び製品 1,804,913 1,597,105

仕掛品 499,068 742,426

原材料及び貯蔵品 686,121 711,456

その他 118,065 66,424

貸倒引当金 △1,923 △2,089

流動資産合計 10,729,506 10,014,978

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,050,984 2,019,427

土地 2,521,563 2,521,563

その他（純額） 1,411,658 1,433,413

有形固定資産合計 5,984,205 5,974,404

無形固定資産   

その他 4,552 4,393

無形固定資産合計 4,552 4,393

投資その他の資産   

退職給付に係る資産 31,936 33,210

その他 340,038 334,609

貸倒引当金 △4,662 △4,662

投資その他の資産合計 367,312 363,156

固定資産合計 6,356,071 6,341,954

資産合計 17,085,578 16,356,933
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,072,398 1,132,148

短期借入金 2,350,000 2,100,000

1年内返済予定の長期借入金 1,918,320 1,918,320

未払法人税等 31,526 1,850

賞与引当金 14,233 3,873

その他 78,886 112,395

流動負債合計 5,465,364 5,268,587

固定負債   

長期借入金 2,773,120 2,318,540

その他 147,900 143,443

固定負債合計 2,921,020 2,461,983

負債合計 8,386,384 7,730,571

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,007 2,000,007

資本剰余金 2,440,803 2,440,803

利益剰余金 4,959,885 4,882,425

自己株式 △863,890 △863,890

株主資本合計 8,536,805 8,459,346

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 13,465 9,471

為替換算調整勘定 15,189 21,840

その他の包括利益累計額合計 28,655 31,311

非支配株主持分 133,731 135,704

純資産合計 8,699,193 8,626,362

負債純資産合計 17,085,578 16,356,933
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 2,615,826 2,405,779

売上原価 2,132,587 1,997,332

売上総利益 483,239 408,447

販売費及び一般管理費 260,706 231,307

営業利益 222,533 177,140

営業外収益   

受取利息 2,513 1,740

為替差益 4,511 －

助成金収入 － 5,384

その他 5,205 2,047

営業外収益合計 12,230 9,172

営業外費用   

支払利息 6,555 4,647

為替差損 － 30,297

営業外費用合計 6,555 34,944

経常利益 228,208 151,368

特別損失   

固定資産除却損 － 177

特別損失合計 － 177

税金等調整前四半期純利益 228,208 151,191

法人税、住民税及び事業税 61,535 47,967

法人税等調整額 23,547 7,261

法人税等合計 85,082 55,228

四半期純利益 143,125 95,962

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,601 1,973

親会社株主に帰属する四半期純利益 141,524 93,989
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 143,125 95,962

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △4,545 △3,994

為替換算調整勘定 △1,407 6,650

その他の包括利益合計 △5,952 2,655

四半期包括利益 137,172 98,618

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 135,571 96,645

非支配株主に係る四半期包括利益 1,601 1,973
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　保証債務

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、以下のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

北九州ＴＥＫ＆ＦＰ合同会社 700,000千円 700,000千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 76,662千円 88,051千円

 

（株主資本等関係）

　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 171,449 ６ 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 171,449 ６ 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

精密貼合及び高
機能複合材部門

環境ビジネス
部門

合計

売上高      

外部顧客への売上高 1,643,669 972,157 2,615,826 － 2,615,826

セグメント間の内部

売上高又は振替高
60,544 － 60,544 △60,544 －

計 1,704,213 972,157 2,676,371 △60,544 2,615,826

セグメント利益 120,099 98,657 218,756 3,776 222,533

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

精密貼合及び高
機能複合材部門

環境ビジネス
部門

合計

売上高      

外部顧客への売上高 1,525,112 880,667 2,405,779 － 2,405,779

セグメント間の内部

売上高又は振替高
4,678 － 4,678 △4,678 －

計 1,529,791 880,667 2,410,458 △4,678 2,405,779

セグメント利益 135,795 36,552 172,347 4,792 177,140

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 ４円95銭 ３円29銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 141,524 93,989

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
141,524 93,989

普通株式の期中平均株式数（株） 28,574,939 28,574,939

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月12日

フジプレアム株式会社

取締役会　御中

 

あると築地有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩﨑　和文　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 曽川　俊洋　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジプレアム株

式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から

平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジプレアム株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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